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駿河台遺跡の紹介
する が だい ところざわ し すながわぼり

駿河台遺跡は、埼玉県南西部に位置する所沢市にあり、市内を流れる砂川堀の中
やなぎさわよしやす

流域左岸に立地しています。この付近は江戸時代に川越城主柳沢吉保によって開発
さんとめしんでん

された三富新田と呼ばれており、遺跡から南西約２．８kmに西武新宿線新所沢駅があ

ります。

駿河台遺跡の調査は、一般県道所沢堀兼狭山線の建設に伴うもので、旧石器時代
せっ き しゅうちゅう れきぐん

（約１５，０００年前）の石器集中や礫群が発見され、ナイフ形石器やスクレイパーなど

の石器が出土しました。また、縄文時代早期（約９，０００年前）の土器も出土しまし
すながわ なかすな

た。砂川堀の上流域には旧石器時代の遺跡として著名な砂川遺跡や中砂遺跡があり、
かいづかやま ひがしだい

下流域では貝塚山遺跡や東台遺跡が調査されています。今回の駿河台遺跡の調査に

よって、今まで不明な点が多かった砂川堀中流域の状況が明らかになってきました。



序

埼玉県では、「人と自然にやさしい道づくり」を基本理念とし、「時間が読め

る道づくり」と「安心と活力の道づくり」を目標に道路整備を進めてまいりまし

た。また、その具体的整備方針の一つである「体系的な道路網の整備」として、

高速道路の整備効果を最大限に活用するため、インターチェンジに短時間でアク

セスする道路の整備を推進しております。

一般県道所沢堀兼狭山線は、所沢市と狭山市を縦断し、両市街地の交通渋滞の

緩和を図るとともに、狭山環状有料道路を経て圏央道狭山インターチェンジへア

クセスする重要な幹線道路であります。事業は昭和６３年度に着手され、一部の区

間を除いて既に開通しています。その事業地内に所在する駿河台遺跡の取り扱い

については、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課（当時）が関係諸機関と慎重

に協議を重ねてまいりましたが、やむを得ず発掘調査を実施し、記録保存の措置

を講ずることとなりました。発掘調査は、埼玉県土木部道路整備課（当時）の委

託を受けて当事業団が実施いたしました。

発掘調査の結果、旧石器時代の石器集中や礫群が検出されたとともに、縄文時

代早期の土器片が発見されるなど、限られた範囲の中で大きな成果を上げること

ができました。

本書は、これら発掘調査の成果をまとめたものであります。埋蔵文化財の保護、

普及・啓発の資料として、また学術研究の基礎資料として広くご活用いただけれ

ば幸いです。

本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整にご尽力いただきました埼玉県

教育局市町村支援部生涯学習文化財課をはじめ、埼玉県県土整備部道路街路課、

川越県土整備事務所、所沢市教育委員会並びに地元関係各位に厚くお礼申し上げ

ます。

平成２０年２月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理 事 長 刈 部 博



例 言
１．本書は、所沢市に所在する駿河台遺跡第２

次調査の発掘調査報告書である。

２．遺跡の略号と代表地番、発掘調査届に対す

る指示通知は、以下のとおりである。

駿河台遺跡第２次（SRGDI）

埼玉県所沢市下富４８４－１番地他

平成１２年６月１４日付け 教文第２－２６号

３．発掘調査は、県道所沢堀兼狭山線（所沢市

地内）事業に伴う埋蔵文化財記録保存のための

事前調査であり、埼玉県教育局生涯学習部文化

財保護課（当時）が調整し、埼玉県土木部道路

整備課（当時）の委託を受け、財団法人埼玉県

埋蔵文化財調査事業団が実施した。

４．各事業の委託業務名は、下記のとおりであ

る。

発掘調査事業

「県道所沢堀兼狭山線（所沢市地内）埋蔵文化

財発掘調査」

整理報告書作成事業

「地方特定道路（改築）整備工事（埋蔵文化財

発掘調査（整理）委託）」

５．発掘調査・整理報告書作成事業は、Ⅰ－３

の組織により実施した。第２次調査は、平成１２

年４月１０日から平成１２年５月３１日まで、西井幸

雄・新屋雅明が担当して実施した。

整理・報告書作成事業は、平成１９年１０月１日

から平成１９年１２月２８日まで岩瀬譲が担当して実

施し、平成２０年２月２９日に事業団報告書第３５０

集として印刷・刊行した。

６．発掘調査における基準点測量は、株式会社

東京航業研究所に委託した。

７．黒曜石の蛍光 X線分析は、大屋道則が行っ

た。

８．発掘調査時の写真撮影は、西井・新屋が行

い、出土遺物の写真撮影は岩瀬が行った。

９．出土品の整理・図版作成は、岩瀬が行い、

西井・黒坂禎二の協力、矢田美知子の補助を受

けた。

１０．本書の執筆は、Ⅰ－１は埼玉県教育局市町

村支援部生涯学習文化財課が、Ⅱは西井・矢田、

Ⅳは矢田、Ⅴは黒坂・矢田、他は岩瀬が行った。

１１．本書の編集は岩瀬が行った。

１２．本書に掲載した資料は、平成２０年３月以降

埼玉県教育委員会が管理・保管する。

１３．発掘調査・本書の作成にあたり下記の機関

・方々から御教示・御協力を賜った。記して感

謝いたします。（敬称略）

所沢市教育委員会

所沢市立埋蔵文化財調査センター

加藤定男 久保純子 中島岐視生

羽鳥謙三 早坂廣人 古谷芳貴

森野 譲



凡 例
１．遺跡全体における X・Yの数値は、日本測地

系（旧測地系）による国土標準平面直角座標第

Ⅸ系（原点：北緯３６°００′００″、東経１３９°５０′００″）

に基づく座標値を示し、各挿図に記した方位は

すべて座標北を示している。

D－３グリッド北西杭の座標は、X＝－１９５９０．

０００�、Y＝－３２０３０．０００�。北緯３５°４９′２２．３９″、

東経１３９°２８′４３．６９″である。

D－３グリッド北西杭の世界測地系（新測地

系）による換算値は、X＝－１９２３４．３１１�、Y＝

－３２３２３．０３５�。北緯３５°４９′３３．９６″、東経１３９°

２８′３２．１２″である。

２．調査で使用したグリッドは、国土標準平面

直角座標に基づく１０�×１０�の範囲を基本（１

グリッド）とし、調査区全体をカバーする方眼

を組んだ。さらに、グリッド内を２５の小グリ

ッド（２�×２�）に分けた。

３．グリッド名称は、北西隅を基点とし、北か

ら南方向にアルファベット（A・B・C…）、西

から東方向に数字（１・２・３…）と付し、ア

ルファベットと数字を組み合わせ、例えばD

４グリッド等と呼称した。小グリッドの名称は

下図の通りである。

４．本書における挿図の縮尺は以下のとおりで

ある。但し、一部例外もある。

全体図 １：３００

遺構図 １：３０ １：６０ １：１００

土器拓影図 １：３

石器 １：３ ２：３

５．遺物実測図の（ ）内の番号と石器観察表

・礫観察表・黒曜石産地推定表の番号は発掘調

査時の遺物取り上げ番号である。

６．遺構断面図に表記した水準数値は、海抜標

高を示す。

７．挿図中の網掛けは、各々の図中に示してあ

る。

８．本書に掲載した地形図は、国土地理院発行

の１／５０，０００地形図、所沢市都市計画図１／

２，５００を使用した。

９．土層の色調の表記は『新版標準土色帖』２００２

年度版（農林水産省農林水産技術会議事務局監

修・財団法人日本色彩研究所色票監修）に従っ

た。
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Ⅰ 発掘調査の概要

１．発掘調査に至る経過
埼玉県では、快適な県民生活と活力ある社会経

済活動を支えるための円滑な道路交通を実現する

ため、体系的な道路網の形成を目指している。県

教育局生涯学習部文化財保護課（当時）ではこう

した各種開発事業に対応するため、開発部局との

事前協議を行い、文化財保護と開発事業の調整を

進めてきた。

県道所沢堀兼狭山線にかかる埋蔵文化財の取扱

いについては、土木部道路建設課長（当時）より

平成１０年１１月９日付け道建第４５３号で文化財保護

課長あてに照会があった。これに対し、文化財保

護課では工事予定地には駿河台遺跡（№２０－１６０）

が所在すること、事前に文化財保護法５７条の３の

規定による発掘通知を提出すること、やむを得ず

現状を変更する場合には、事前に記録保存のため

の発掘調査を実施すること、発掘調査の実施につ

いては、当課と協議が必要なことを回答した。（平

成１２年２月２５日付け教文第１１２１号）

文化財保護法５７条の３第１項の規定による発掘

の通知は平成１２年５月１０日付け道整第１０４号で提

出され、それに対する県教育委員会教育長からの

通知は平成１２年６月１４日付け教文第３－１２３号で

行った。発掘調査期間は、平成１２年４月１０日から

平成１２年５月３１日までである。

また、文化財保護法第５７条第１項の規定による

発掘調査届が財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業

団理事長から提出された。

発掘調査の届出に対する指示通知番号は次のとお

りである。

平成１２年６月１４日付け 教文第２－２６号

（埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課）

－１－



２．発掘調査・報告書作成の経過
（１）発掘調査

駿河台遺跡第２次調査は、平成１２年４月１０日か

ら平成１２年５月３１日まで実施した。調査面積は

１，４８０�である。

４月当初より事務手続きを行い、調査事務所等

の設営を行った。４月上旬に重機による表土除去

作業を開始した。続いて補助員による作業に着手

し、遺構確認作業を実施した。その後、グリッド

の北東隅に２�×２�の深掘り区を１３箇所設定し、

旧石器時代の遺構・遺物の確認を行った。そして

石器や礫が確認された区画の周辺を掘り下げ、遺

構・遺物の検出を行った。その結果、石器集中１１

箇所、礫群２基が検出された。

深掘り区及び旧石器掘り下げ区の土層断面図、

石器集中や礫群の出土状況図等の作成、出土状況

の写真撮影の後、遺物取り上げを行った。

５月下旬、調査区埋め戻し・事務所撤去・事務

手続きを行い調査は終了した。

（２）整理報告書作成

整理報告書の作成事業は、平成１９年１０月１日か

ら平成１９年１２月２８日まで実施した。

１０月当初から出土遺物の水洗・註記を行い、続

いて遺物の接合作業を行った。並行して、遺物台

帳の整理、遺物台帳と遺物との照合、遺物の計測

を進めた。全体図・遺構図面は図面修正を経て第

二原図を作成し、スキャナーで取り込んだものを

コンピューターでデジタルトレースを行った。遺

物は接合が終了したものから実測作業に入り、順

次トレース・採拓を開始した。

１１月中旬から遺物の写真撮影、図面・写真の割

付、原稿執筆を進め報告書の編集を開始した。１２

月下旬に印刷会社を決定し入稿、３回の校正を経

て、平成２０年２月末に報告書を刊行した。

入稿後に本報告書で扱った図面類・写真類・遺

物等を整理・分類し、収納作業を行った。

３．発掘調査・報告書作成の組織
平成１２年度（発掘調査）

理 事 長 中 野 健 一

常務理事兼管理部長 広 木 卓

管理部

管 理 部 副 部 長 関 野 栄 一

主 席（庶務担当） 阿 部 正 浩

主 席（施設担当） 野 中 廣 幸

主 席（経理担当） 江 田 和 美

調査部

調 査 部 長 高 橋 一 夫

調査部調査副部長 石 岡 憲 雄

専門調査員（調査第二担当） 大 和 修

統 括 調 査 員 西 井 幸 雄

主 任 調 査 員 新 屋 雅 明

平成１９年度（報告書作成）

理 事 長 刈 部 博

常務理事兼総務部長 岸 本 洋 一

総務部

総 務 部 副 部 長 昼 間 孝 志

総 務 課 長 松 盛 孝

調査部

調 査 部 長 村 田 健 二

調 査 部 副 部 長 礒 � 一

整 理 第 一 課 長 宮 井 英 一

主 査 岩 瀬 譲
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Ⅱ 遺跡の立地と環境

１．地理的環境
駿河台遺跡は、埼玉県所沢市下富４８４－１番地他

に所在する。遺跡は西武新宿線の新所沢駅から北

東約２．８�に位置し、所沢市の北東部で狭山市、

川越市、三芳町、ふじみ野市との境界部にあたる。

遺跡の所在する武蔵野台地北部は、青梅市を扇

頂とし荒川低地に向かう扇状地地形をよく残して

いる。扇頂部の標高は約１８０�、扇端部富士見市

付近では約１０�で、１�あたりの傾斜を表す平均

勾配は６．２‰である。

武蔵野台地の形成史を見ると、多摩川は、多摩

期には狭山丘陵の北側を北東に流れる時期が多く、

不老川はその名残川と考えられている。その後、

多摩川の流路は順次南側に変更し、現在の多摩川

低地を流れるようになるのは立川期になってから

である。その意味では武蔵野台地北部は古い地形

を残す地域といえる。

次に当該地域の地形面をみると、狭山丘陵から

のびる所沢台と加治丘陵からのびる金子台（いず

れも下末吉面）に挟まれた大井台（武蔵野面）は、

扇央部から扇端部にあたり、立川面に対比される

不老面は、金子台に沿って一段低い面を形成して

いる。

狭山丘陵を水源とする砂川堀は、平時は扇央部

で伏流し扇端部で再び地表に現れる。また扇端部

では、伏流水が富士見江川・砂川掘等の流路の短

い小河川となり新河岸川に注いでいる。このため、

扇央部は水の無い地域と考えられ開発は困難とさ

れ、江戸時代の三富新田の開発まで人が住まなか

ったと思われていた。しかし、台風等の大雨の後

は、扇央部でも野水として地表に現れる湧水地点

が知られてきている。遺跡はこうした凹地に面す

る南側斜面に立地している。本調査区内での標高

は５７～５９�である。

第１図 埼玉県の地形
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第２図 周辺の遺跡
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２．歴史的環境
旧石器時代の遺跡は、学史上有名な砂川遺跡

（５４）と中砂遺跡（５２）、白幡塚遺跡（５３）、和田

遺跡（３５）などがある。砂川上流域と柳瀬川支流

の東川上流域の間に狭山丘陵からのびる所沢台

（下末吉面）上に立地する。この地域は「小手指

ヶ原湧水群」と呼ばれることもあり、周辺に多く

の遺跡が分布している。砂川期からナイフ形石器

終末期にかけての遺跡が多く、湧水を利用して遺

跡が形成されたと考えられる。

砂川中流域は大井台（武蔵野面）で、扇央部に

当たり河川が伏流するため、水の便が悪く、近世

の新田開発以前にはほとんど人が住んだ痕跡がな

い「遺跡の空白地帯」と考えられていた。しかし、

森野譲氏の長年の分布調査によって駿河台遺跡

（１）等が発見され（森野１９９３）、さらに所沢市

教育委員会と砂川遺跡調査団によって、駿河台遺

跡、三芳町中東遺跡（１４）、南止遺跡（３７）等の

旧石器時代の遺跡が分布することが明らかとなっ

た（砂川遺跡調査団・所沢市教育委員会１９９７、

石器文化研究会交流会２００６）。遺跡は、標高５０�

付近の凹地状の南側斜面に立地し、周囲には増水

時に野水として地表に現れる湧水地点がある。こ

の野水を利用して単発的な遺跡が形成されたと考

えられ、これらの遺跡を「野水遺跡群」と呼称し

ている（森野２００６、加藤２００７）。時期的な偏りは

なく、多時期にわたって小規模な遺跡が形成され

たと考えられる。

さらに標高３０�付近から扇端部にかけては、伏

流水が地表に出て、小河川を形成する。砂川下流

域のふじみ野市では、表出した河川に沿って東台

遺跡（１３）や本村遺跡（１２）等の遺跡がある。三

芳町藤久保東遺跡（２４）、藤久保東第二遺跡（２３）、

俣埜遺跡（２２）では、富士見江川の水源地を囲む

ように大量の石器群が出土しており、拠点的な遺

跡と考えられている。富士見市貝塚山遺跡（４）

や打越遺跡（１８）では河川の合流地点に遺跡が形

成されている。Ⅹ層段階からⅥ層段階まで古い時

期の石器群が多く、恒常的な水資源を利用して、

拠点的な遺跡が形成されたと考えられる。

縄文時代の遺跡は、早期から確認されている。

柳瀬川支流域の山下後遺跡（４２）や海谷遺跡（４８）

で撚糸文式期の住居跡が、条痕文式期の住居跡が

宮前遺跡（４７）で検出されている。また、早期の

炉穴が和田遺跡や白幡塚遺跡をはじめ多くの遺跡

で検出されている。

前期は、海谷遺跡で８２軒の関山式期の住居跡が

確認され、城遺跡（３１）や西上遺跡（３４）でも黒

浜式期の長方形大型住居跡が検出されている。

中期になると遺跡数が増加し、海谷遺跡では１００

軒を超える住居跡が検出されている。山下後遺跡

や和田遺跡、狭山丘陵の畦の前遺跡（４５）でも集

落が検出されている。

後期以降は遺跡数が激減する。畦の前遺跡で堀

之内式期の住居跡が、宮前遺跡でも称名寺式期の
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第３図 武蔵野台地北部の旧石器時代遺跡（註１）
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住居跡がそれぞれ１軒確認されたにすぎない。

弥生時代は、後期になってようやく遺跡が確認

される。柳瀬川流域にある東の上遺跡（４１）から

は５０軒を超える住居跡と共に方形周溝墓が検出さ

れ、住居域と墓域が明瞭に区別されていた。また、

東の上遺跡や後内手遺跡（５５）、宮前遺跡では小

規模ながら水田が検出されている。

古墳時代の遺跡の特徴の一つとして、古墳跡の

検出例が少ないことが上げられる。所沢市内では

海谷遺跡、膳棚東遺跡（４３）、山下後遺跡でそれ

ぞれ２基、村中遺跡（４４）で１基の合計７基の古

墳跡が調査されているにすぎない。古墳跡は何れ

も直径２０～３０�の円墳で、６世紀後半から７世紀

中頃の築造と考えられているが、埋葬施設に違い

が見られる。横穴墓は柳瀬川左岸の滝之城横穴墓

群（３３）で９基、北秋津横穴墓群（４０）で８基が

確認されている。

集落跡は、狭山丘陵と柳瀬川流域に集中する傾

向が見られる。柳瀬川上流で小谷を挟んである海

谷遺跡と宮前遺跡では、弥生時代後期から古墳時

代後期にかけての住居跡が２００軒以上検出されて

いる。また、高峰遺跡（５１）、野竹遺跡（４９）、宮

前遺跡、東の上遺跡で、中期から後期にかけての

住居跡が確認されている。

奈良・平安時代の遺跡は、東の上遺跡が代表的

な遺跡である。３００軒を超える住居跡や倉庫群と

思われる８０棟余りの掘立柱建物跡、そのほか道路

跡や溝跡が検出され、鉄製品、漆紙文書などが出

土した。道路跡は上野国と武蔵国府を結ぶ東山道

武蔵路と想定され、これに関連した拠点的な大規

模集落であったと考えられている。東京道南遺跡

（３６）では溝跡に区画された中に奈良時代の住居

跡と四面庇の掘立柱建物跡が検出され、寺院跡と

想定されている。このほか畦の前遺跡、宮前遺跡、

野竹遺跡、砂川遺跡等から数軒程度の住居跡が確

認されている。

中世になると狭山丘陵内の根古屋城跡（５６）、

柳瀬川上流域の山口城跡（５０）、滝之城跡（３２）

などが見られる。山口城跡では土塁や堀跡が検出

され、板碑や陶器、かわらけが出土した。滝之城

跡では障子堀、四脚門跡が検出されている。海谷

遺跡、野竹遺跡、東の上遺跡等からも地下式坑や

火葬墓が検出されている。

また、この地域には水に関係する遺跡が残され

ている。近接する狭山市内の七曲井（３９）では昭

和４５年発掘調査が行われている。井戸跡は、すり

鉢形の上部構造と井筒にあたる下部構造に分けら

れ、全体としては漏斗状となっている。深さはす

り鉢部の底面までが７�、井筒部の底面は完掘さ

れていないために不明であるが、地表から１１�以

上と推定されている。出土遺物は須恵器、板碑、

石臼、砥石等が見られたが９０％は陶磁器であっ

た。堀兼之井（３８）は七曲井同様の井戸跡と考え

られているが、発掘調査が行われていないため詳

細は不明である。井戸跡は、地下水位が低いため、

かなり深く掘られたようである。また、これらの

井戸跡は、平安時代以降に『伊勢集』や『枕草子』等

にあらわれる「ほりかねの井」の一つと捉えられ、

鑿井が平安時代まで遡るとも考えられている。そ

して付近に奈良・平安時代の集落がないことや、鎌

倉街道に隣接する位置にあることから、街道を通

行する人のために掘られたものと推察されている。

近世になると、それまであまり人の手が入って

いなかった駿河台遺跡周辺にも新田開発が行われ

た。川越藩主柳沢保明（吉保）によってすすめら

れた三富新田の開発である。元禄７～９年（１６９４

～９６）にかけて行われ、現在でも短冊形の区割り

が認められる。村民の信仰のよりどころとして建

立された多福寺には、深さが１２�程の井戸が残さ

れており、地下水位の低さを物語っている。また、

付近では「所沢の火事は泥で消す」といった水に

まつわる格言も残されている。

註

１ 第３図は（加藤２００８）から引用した。
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Ⅲ 遺跡の概要
駿河台遺跡は所沢市下富の砂川堀中流域に所在

する。武蔵野台地北部扇状地の扇央部に立地する。

所沢市在住の森野譲氏によって発見され、平成５

年に『明日への文化財３３号』で紹介されている。

この中で森野氏は、１６０点を超える石器を採集し

たとされ、実測図を示し、立地や周辺の状況、石

器群の分析等詳細な報告をされている。

遺跡はその後、所沢市道の建設に伴い平成９年

度に市教育委員会による発掘調査が行われた。遺

跡範囲の西端から中央部に向かって約２００�、

３，７８０�が調査された。旧石器時代の石器集中が

６箇所検出され、槍先形尖頭器、ナイフ形石器、

スクレイパー、�片等が出土した。また、縄文時

代早期後半の炉跡２箇所、縄文時代中期の集石土

坑２基が検出され、集石土坑からは打製石斧や加

曽利E式期の土器片が出土した（所沢市埋蔵文

化材調査センター年報№４１９９９）。

今回の調査は、一般県道所沢堀兼狭山線建設に

伴うものである。所沢市教育委員会調査区の東側

に隣接する地点で、調査面積は１，４８０�である。

遺構確認面の標高は５７．１～５８．２�で、調査区の

南東方向に向かって低くなっている。調査区内は

畑の耕作やゴボウのためのトレンチャーによる攪

乱が深くまで及んでおり、遺構・遺物の遺存状態

は極めて悪かった。このためグリッド一括で取り

上げた遺物が多くある。

検出された遺構は、旧石器時代の石器集中が１１

箇所、礫群２基である。石器集中、礫群共に調査

区南東側の斜面部に偏る傾向が見られ、北西側の

平坦部には石器集中が１箇所検出されたのみであ

る。なお、石器集中、礫群の範囲は再検討を行っ

たため、発掘調査時とは遺構数に変更が生じた。

出土石器総数はグリッド一括も含め２５３点で、

このうち１１１点が石器集中として捉えられる。礫

は総数１３８点で、礫群として捉えられるのは９１点

である。全体的には遺物の分布状況は散漫で、最

も多く石器が出土した石器集中９で２６点、最少で

は石器集中１と石器集中４の２点であり、石器集

中ごとの分布の差が大きい。礫群では、礫群１が

８７点とややまとまりが見られるが、礫群２では４

点とごく僅かである。

出土した石器は、ナイフ形石器、スクレイパー、

二次加工のある�片、�片、石核等である。

また、遺構は検出されていないが、縄文時代の

土器１２８点と石鏃、磨石、スタンプ形石器等の石

器が出土した。土器は中期から後期かと思われる

破片が２点見られるが、あとの１２６点は早期撚糸

文系東山式期と考えられる。何れも小片である。

このほか近世または近代以降と思われる陶磁器

小片が５５点出土した。なお、発掘時にムロ状遺構

としたものは、現代のものと判明したため整理対

象から除外した。

層位

遺跡は武蔵野台地北西部の武蔵野面に位置して

いる。調査区は、北西側が平坦で標高が高く、南

東に向かって緩やかな斜面となり、全体的に耕作

による攪乱が激しく見られた。標高が高い部分で

は、立川ローム第Ⅲ・Ⅳ層が観察されたが、低い

地点では上層が観察されない地点が多かった。

基本的な土層の説明は以下の通りである（第６

～９図）。

Ⅰ層 表土及び耕作土。

Ⅲ層 黄褐色ローム層。いわゆるソフトローム

層。Ⅲ層下部が遺物包含層と考えられる。

ソフト化は第２黒色帯下部まで進行して

いる。

Ⅳ層 黄褐色ローム層。いわゆるハードローム

層。ソフトロームの間にブロック状に確

認できる。

Ⅴ層 暗褐色ローム層。第１黒色帯。白色スコ
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第４図 遺跡位置図
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第５図 遺跡調査範囲
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第６図 土層断面配置図
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第７図 土層断面図（１）
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リアを多量に含む。色調はⅣ層より僅か

に暗い。

Ⅶ層 暗褐色ローム層。第２黒色帯上部。

黄褐色ロームがブロック状に含まれる。

Ⅸ層 暗褐色ローム層。第２黒色帯下部。

Ⅹ層 黄褐色土。立川ローム最下底部。白色に

近い黄褐色土。赤色スコリアを多量に含

む。

�層 明褐色土。赤色スコリアを多量に含む。

黒色スコリアを少量に含む。

�層 暗褐色土。色調はⅨ層より暗くなる。第

３黒色帯と思われる。黒色スコリアを多

量に含む。

�層 暗褐色土。色調は�層に近い。�層との

間は不整合で波状である。地下水の影響

のためか粘性は強い。

なお、Ⅲ～Ⅹ層は立川ロームに、�～�層は武

蔵野ロームに対応する。

第８図 土層断面図（２）
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第９図 土層断面図（３）
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第１０図 駿河台遺跡全体図（１）
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第１１図 駿河台遺跡全体図（２）
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第１２図 石器集中分布図
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Ⅳ 旧石器時代の遺構と遺物

１．石器集中
石器集中１（第１３図）

C２グリッドに位置する。石器は２点と少なく、

チャートと頁岩の砕片である。

石器集中２（第１４・１５図）

C３・４、D４グリッドに位置する。石器の分

布は東西約７．５�、南北約４．０�の範囲に広がっ

石器集中１
石 材 ナイフ形石器スクレイパー 二次加工のある�片 �片 砕片 石核 原石 合計
チャート １ １
頁岩 １ １
合計 ２ ２

石器集中２
石 材 ナイフ形石器スクレイパー 二次加工のある�片 �片 砕片 石核 原石 合計
黒曜石 １ １
チャート １ ７ ３ １１

ホルンフェルス ２ １ ３
合計 １ ９ ４ １ １５

石器集中３
石 材 ナイフ形石器スクレイパー 二次加工のある�片 �片 砕片 石核 原石 合計
チャート １ １
頁岩 ２ ２

ホルンフェルス １ １
合計 ３ １ ４

石器集中４
石 材 ナイフ形石器スクレイパー 二次加工のある�片 �片 砕片 石核 原石 合計
チャート ２ ２
合計 ２ ２

石器集中５
石 材 ナイフ形石器スクレイパー 二次加工のある�片 �片 砕片 石核 原石 合計
黒曜石 １ １
チャート １ ２ ３
珪質頁岩 １ １
黒色頁岩 ３ ３

ホルンフェルス １ １ ２
合計 １ ８ １ １０

石器集中６
石 材 ナイフ形石器スクレイパー 二次加工のある�片 �片 砕片 石核 原石 合計
黒曜石 １ １ １ ３
チャート １ ４ ５
珪質頁岩 ４ １ ５
黒色頁岩 １ １
頁岩 ３ ３

黒色安山岩 ２ １ ３
ホルンフェルス ２ ２

合計 ２ １７ ２ １ ２２
石器集中７

石 材 ナイフ形石器スクレイパー 二次加工のある�片 �片 砕片 石核 原石 合計
チャート ５ ５
黒色頁岩 １ １
頁岩 １ １

ホルンフェルス ５ ５
合計 １２ １２

第１表 石器組成表（１）
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石器集中８
石 材 ナイフ形石器スクレイパー 二次加工のある�片 �片 砕片 石核 原石 合計
黒曜石 １ １ ３ ５
チャート ２ ２
黒色頁岩 １ １
頁岩 １ １

黒色安山岩 １ １
緑色凝灰岩 １ １

ホルンフェルス １ １
合計 １ １ １０ １２

石器集中９
石 材 ナイフ形石器スクレイパー 二次加工のある�片 �片 砕片 石核 原石 合計
黒曜石 １ １ ４ ２ ８
チャート ７ ７
珪質頁岩 ４ １ ５
黒色安山岩 ５ ５
緑色凝灰岩 １ １
合計 １ １ ２１ ２ １ ２６

石器集中１０
石 材 ナイフ形石器スクレイパー 二次加工のある�片 �片 砕片 石核 原石 合計
黒曜石 ２ ２
チャート １ １
頁岩 １ １
合計 ４ ４

石器集中１１
石 材 ナイフ形石器スクレイパー 二次加工のある�片 �片 砕片 石核 原石 合計
チャート １ １
珪質頁岩 １ １
合計 １ １ ２

ナイフ形石器スクレイパー 二次加工のある�片 �片 砕片 石核 原石 合計
総計 １ ３ ５ ８７ １２ ２ １ １１１

第２表 石器組成表（２）

第１３図 石器集中１
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第１４図 石器集中２（１）

第１５図 石器集中２（２）

－２１－



ている。分布の密度は非常に散漫である。石器の

点数は１５点である。器種組成は二次加工のある�

片１点、�片９点、砕片４点、原石１点である。

石器石材は黒曜石１点、チャート１１点、ホルンフ

ェルス３点が用いられている。チャートが主体を

占めている。

石器集中３（第１６図）

D４グリッドに位置する。石器の分布は散漫に

広がっている。石器の点数は４点で、器種組成は

第１６図 石器集中３

第１７図 石器集中４

－２２－



第１８図 石器集中５（１）

第１９図 石器集中５（２）

－２３－



�片３点、砕片１点である。石器石材はチャート

１点、頁岩２点、ホルンフェルス１点が用いられ

ている。

石器集中４（第１７図）

D５グリッドに位置する。石器は２点と少なく、

チャートの�片である。

石器集中５（第１８・１９図）

D・E３グリッドに位置する。石器の分布は約

５．０�の範囲に広がっている。非常に散漫である。

石器の点数は１０点で、二次加工のある�片１点、

�片８点、砕片１点である。石器石材は黒曜石１

点、チャート３点、珪質頁岩１点、黒色頁岩３点、

ホルンフェルス２点が用いられている。

第２０図 石器集中６（１）

－２４－



石器集中６（第２０・２１図）

D４、E３・４グリッドに位置する。石器の分

布は南北約８．５�、東西約１１．５�の範囲に広がっ

ている。石器の点数は２２点である。器種組成は二

次加工のある�片２点、�片１７点、砕片２点、石

核１点である。石器石材は黒曜石３点、チャート

５点、珪質頁岩５点、黒色頁岩１点、頁岩３点、

黒色安山岩３点、ホルンフェルス２点が用いられ

ている。珪質頁岩の�片（第３４図３５）は、石器集

中９の�片（第３４図３４）と接合する。

石器集中７（第２２・２３図）

D・E５グリッドに位置する。石器の分布は南

北約６．０�、東西約４．５�の範囲に広がっている。

密度は非常に散漫である。石器の点数は１２点で、

全て�片である。石器石材はチャート５点、頁岩

１点、黒色頁岩１点、ホルンフェルス５点が用い

られている。チャートとホルンフェルスが主体を

占めている。

石器集中８（第２４・２５図）

D５・６、E５・６グリッドに位置する。石器

の分布はE６グリッド北西コーナーを中心に南北

約９．０�、東西約５．０�の範囲に広がっている。

石器の点数は１２点である。器種組成はナイフ形石

器１点、スクレイパー１点、�片１０点である。石

器石材は黒曜石５点、チャート２点、黒色頁岩１

点、頁岩１点、黒色安山岩１点、ホルンフェルス

１点、緑色凝灰岩１点が用いられている。黒曜石

が主体を占めている。

第２１図 石器集中６（２）

－２５－



第２２図 石器集中７（１）

第２３図 石器集中７（２）

－２６－



石器集中９（第２６・２７図）

E３・４、F３・４グリッドに位置する。石器

の分布は F４グリッド北西コーナーを中心に南北

約７．０�、東西約８．０�の範囲に広がっている。

本遺跡の中で最も石器が密集する。礫群１とは分

布がほぼ重なる。石器の点数は２６点である。器種

組成はスクレイパー１点、二次加工のある�片１

点、�片２１点、砕片２点、石核１点である。石器

石材は黒曜石８点、チャート７点、珪質頁岩５点、

黒色安山岩５点、緑色凝灰岩１点が用いられてい

る。黒色頁岩の�片が２点接合し（第３４図３６・３７）、

珪質頁岩の�片（第３４図３４）が、石器集中６の�

片（第３４図３５）と接合する。

石器集中１０（第２８図）

E５グリッドに位置する。石器の分布は散漫で

ある。石器の点数は４点で、全て�片である。石

器石材は黒曜石２点、チャート１点、頁岩１点が

用いられている。

石器集中１１（第２９図）

F４・５グリッドに位置する。石器は２点と少

なく、スクレイパーと�片である。石器石材は珪

質頁岩とチャートが用いられている。

第２４図 石器集中８（１）

－２７－



出土遺物

ナイフ形石器（第３０図１～５）

１は石器集中８より出土した。先端が欠損する。

縦長�片を素材とし、右側縁と左側縁の先端に急

角度な調整加工が施されている。形状はやや幅広

の平行四辺形である。石器石材は不純物が若干残

された漆黒の黒曜石が用いられている。

２はD３グリッド出土である。縦長�片を素

材とし、左側縁と右側縁の基部に急角度な調整加

工が施されている。左側縁加工の先端部分には対

向�離が観察される。形状は細身の平行四辺形で

ある。石器石材は透明度の高い黒曜石が用いられ

ている。

３はE４グリッド出土である。小形の横長�片

を素材とし、その打面部分と末端に調整加工が施

されている。石器石材は緑色のチャートが用いら

れている。

４は表面採集である。先端は欠損する。小形の

�片を素材とし、打面を一部残して、左側縁と右

側縁の基部に急角度な調整加工が施されている。

左側縁の基部の調整は、�離面が新しいため、こ

の部分を再生した可能性がある。石器石材は不純

物が多く混じった黒曜石が用いられている。

５はE５グリッド出土である。縦長�片を素材

とし、打面を一部残して、左側縁と右側縁の基部

に急角度な調整加工が施されている。石器石材は

珪質頁岩が用いられている。

スクレイパー（第３０図６～第３１図９）

６は石器集中８より出土した。両側縁を刃部に

利用したいわゆる削器と考えられる。�片の側縁

をそのまま利用するため、刃部はあまり顕著に加

第２５図 石器集中８（２）

－２８－



第２６図 石器集中９（１）

－２９－



工されていない。両側縁に微細�離痕が観察され

る。石器石材は透明度の高い黒曜石が用いられて

いる。

７は石器集中９より出土した。�片の末端を刃

部に利用したいわゆる掻器と考えられる。刃部は

急角度でかなり顕著に加工されている。左側縁に

みられる調整加工のような�離面は主要�離面よ

り古いため、刃部加工ではなく、打面調整の一部

と考えられる。石器石材は白くにごった黒曜石が

用いられている。

８は石器集中１１より出土した。�片の右側縁を

刃部に利用した削器と考えられる。石器石材はチ

ャートが用いられている。

９はD５グリッド出土である。�片の両側縁

を刃部に利用した削器と考えられる。石器石材は

頁岩が用いられている。

二次加工のある�片（第３１図１０～１５）

１０は石器集中２より出土した。礫面を打面とし

て�離された小形な�片である。その末端に二次

加工が施されている。石器石材はチャートが用い

られている。

１１は石器集中５より出土した。下半部は欠損す

る。両側縁に調整加工が施されている。石器石材

はチャートが用いられている。

１２は石器集中６より出土した。小形な�片の右

側縁に調整加工が施されている。石器石材はチャ

ートが用いられている。

１３は石器集中６より出土した。上半部と左側縁

部が欠損する。�片の末端と左側面の折面に調整

加工が施されている。石器石材は不純物が多く混

じった黒曜石が用いられている。

１４は石器集中９より出土した。右側縁に調整加

第２７図 石器集中９（２）

－３０－



工が施されている。石器石材は不純物が多く混じ

った黒曜石が用いられている。

１５はE４グリッド出土である。縦長�片であり、

打面に近い両側縁に調整加工が施されており、基

部加工のナイフ形石器の可能性もある。�片の末

端を調査時にかなり欠損する。石器石材はチャー

トが用いられている。

�片（第３１図１６～第３３図３０）

１６は石器集中５より出土した。末端が欠損する。

両側縁と正面の稜が並行しており縦長�片と考え

られる。正面に打面調整の痕跡が残されていた。

石器石材は黒色頁岩が用いられている。

１７は石器集中５より出土した。石器石材は黒色

頁岩が用いられている。

第２８図 石器集中１０

第２９図 石器集中１１
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第３０図 出土石器（１）
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第３１図 出土石器（２）
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第３２図 出土石器（３）
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第３３図 出土石器（４）
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第３４図 接合資料（１）

－３６－



１８は石器集中５より出土した。左半分が欠損す

るが、長幅比から縦長�片と考えられる。石器石

材は黒色頁岩が用いられている。

１９は石器集中９より出土した。正面に礫面を残

し、末端は大きく湾曲して節理面を巻き込んでい

る。石器石材は珪質頁岩が用いられている。

２０は石器集中６より出土した。�片の側面に稜

状調整を行った後、�片が�離されている。石器

石材は珪質頁岩が用いられている。

２１は石器集中９より出土した。末端が欠損する。

石器石材は黒色安山岩を用いられている。接合資

料２と同一母岩と考えられる。

第３５図 接合資料（２）

－３７－



２２は石器集中９より出土した。石器石材は緑色

凝灰岩が用いられている。

２３は石器集中８より出土した。石器石材は緑色

凝灰岩が用いられている。大形の縦長�片である。

２４は石器集中９より出土した。末端が欠損する。

右側縁に微細�離痕が観察される。石器石材は珪

質頁岩が用いられている。

２５は石器集中１０より出土した。下半部が節理の

ため欠損するが、両側縁と稜が並行するため、縦

長�片を目的としたようである。石器石材はチャ

ートが用いられている。

２６は石器集中７より出土した。末端がやや内湾

し肉厚になるが、両側縁が並行しており縦長�片

と考えられる。石器石材はチャートが用いられて

いる。

２７は石器集中９より出土した。あまり顕著では

ないが、正面に稜状調整が観察される。石器石材

はチャートが用いられている。

２８は石器集中１０より出土した。かなり小形であ

るが、背面に打面調整の痕跡が残されている。石

器石材は漆黒の黒曜石が用いられている。

２９はD４グリッド出土である。縦長�片であ

る。左側縁に微細�離痕が観察される。石器石材

は珪質頁岩が用いられている。

３０はD５グリッド出土である。稜状調整がか

なり顕著に観察される。石器石材はチャートが用

いられている。

石核（第３３図３１～３３）

３１はD３グリッド出土である。最終作業面は

正面方向である。大形の�片を素材としている。

打面を作出し、右側面の下方向から数度の�片�

離作業が行われている。その後、１８０度に打面転

移し、正面の上方向から数度の�片�離作業が行

われている。石核調整はほとんど観察されない。

石器石材は珪質頁岩が用いられている。接合資料

１・３と同一母岩と考えられる。

３２は石器集中６より出土した。�片を素材とし

ている。作業面の観察からほぼ１回のみの�片�

離作業であり、作出された�片はやや幅広な�片

と想定される。石核調整はほとんど観察されない。

石器石材は黒色安山岩が用いられている。

３３は石器集中９より出土した。大形の�片を素

材としてその厚みを利用した盤状石核と考えられ

る。作出された�片は小形で幅広な�片と想定さ

れる。石器石材は珪質頁岩が用いられている。

接合資料（第３４図３４～第３５図３９）

接合資料１は、石器集中６から出土した３５と石

器集中９から出土した３４の接合資料である。�片

同士の接合で、３４・３５ともに礫面を打面として�

離された�片である。打撃時に同時に割れた可能

性がある。石器石材は珪質頁岩を用いられている。

３１や接合資料３と同一母岩と考えられる。

接合資料２は石器集中９より出土した３６・３７の

接合資料である。�片同士の接合で、素材は接合

資料の左側面にみられるような肉厚で大形の�片

であったようである。その末端に片面から調整を

行なわれている。この調整はその後の�離作業か

ら稜状調整と考えられる。素材となる�片を分割

するように３６が�離されている。接合面は、一見

すると折面のようにもみえる。稜状調整に沿って

�片が�離され、さらに３７が�離されている。石

器石材は黒色安山岩を用いられている。２１と同一

母岩と考えられる。

接合資料３は石器集中９より出土した３８とE３

グリッド出土の３９の接合資料である。�片同士の

接合で、３８の打面と３９の正面が約９０度で接合して

おり、打面転移が行われた資料である。３８と同一

打面から数度の�片�離されたことが伺え、また

３９が肉厚で末端が大きく外反するため、打面再生

�片と考えられる。石器石材は珪質頁岩を用いら

れている。３１や接合資料１と同一母岩と考えられ

る。
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グリッド 番号
北―南
（�）

西―東
（�）

標高
（�） 器種 石材

長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重さ
（g）

石器
集中

接合 備考

１ C―２―４ １ ３９ ６３ ５８．２００ 砕片 チャート ０．９６ １．０３ ０．１８ ０．２ １

２ C―２―１０ ２ １７０ １９４ ５８．１４４ 砕片 頁岩 １．０３ ２．３２ ０．２０ ０．６ １

３ C―３―２０ ２ １２０ ７５ ５８．１８０ �片 チャート １．６０ ０．９２ ０．２６ ０．６ ２

４ C―３―２０ ３ ８３ １８０ ５８．２２０ �片 チャート ２．３３ ２．１２ １．２０ ５．６ ２

５ C―４―１６ １ １９３ ７３ ５８．０５５ �片 チャート ２．７７ １．０１ ０．８６ ２．７ ２

６ C―４―１６ ３ １６３ １５５ ５８．１２０ 原石 黒曜石 ２．６０ ２．２６ １．３５ ８．３ ２ 分析№１

７ C―４―１６ ４ １５６ １７７ ５８．２０５ 砕片 チャート ０．９１ ０．８３ ０．２５ ０．２ ２

８ C―４―１７ ５ １４ １３２ ５７．８６０ �片 チャート １．６１ ２．３３ ０．３６ １．６ ２

９ C―４―２１ ６ ３０ ３１ ５７．９２５ 砕片 チャート ０．７６ １．０３ １．１１ ０．１ ２

１０ C―４―２２ ７ ９２ １４８ ５８．２２０ 砕片 チャート １．０１ １．６３ ０．３９ ０．５ ２

１１ C―４―２２ ８ ７０ １７３ ５８．２２０ �片 チャート １．９６ １．３３ ０．６３ １．３ ２

１２ C―４―２２ ９ ４６ １４６ ５８．２００ �片 ホルンフェルス １．２０ １．５３ ０．２０ ０．５ ２

１３ C―４―２２ １１ ３９ ４３ ５８．２００ �片 チャート １．７５ ２．１５ １．６２ ２．０ ２

１４ C―４―２２ １２ １２３ １２ ５８．０２０ 砕片 ホルンフェルス １．１３ １．１４ ０．２３ ０．４ ２

１５ C―４―２３ １４ １１０ ３２ ５８．２０５ �片 ホルンフェルス ４．９０ ２．１３ ０．８５ ６．５ ２

１６ C―４―２３ １６ １５３ １０７ ５８．１６５ 二次加工の
ある�片 チャート ２．１１ ２．３０ ０．４５ ２．３ ２ 第３１図１０

１７ D―４―３ １１ ７５ １３０ ５８．１３５ �片 チャート １．２８ １．０８ ０．１８ ０．１ ２

１８ D―４―９ ６ １９０ １２３ ５８．０５５ �片 ホルンフェルス ３．５８ ４．６０ ０．８０ １６．８ ３

１９ D―４―１５ ８ ８５ １５８ ５７．９５５ �片 頁岩 １．５８ ２．３４ ０．５３ ２．２ ３

２０ D―４―９ １４ ９１ ４３ ５８．０４０ 砕片 チャート ０．５５ １．５３ ０．３８ ０．３ ３

２１ D―４―１５ １５ １０９ ３ ５７．６００ �片 頁岩 （１．１１） １．９４ ０．４０ ０．５ ３

２２ D―５―８ ６ １２１ ２８ ５７．４７０ �片 チャート （３．３１） ３．９１ １．３４ ２４．３ ４

２３ D―５―１３ ７ ３３ ２５ ５７．２９０ �片 チャート ２．４８ ２．４１ ０．３９ １．３ ４

２４ E―３―２ ４５ ８８ １２０ ５８．０２５ 砕片 ホルンフェルス １．１３ １．１８ ０．２３ ０．３ ５

２５ D―３―２３ １ １２５ １８ ５７．６４５ �片 黒色頁岩 ６．１５ １．３９ ０．８８ １１．６ ５ 第３２図１８

２６ D―３―２３ ２ １９０ ８１ ５７．７８５ �片 黒色頁岩 ３．５０ ２．９３ ０．７４ ７．７ ５ 第３１図１７

２７ D―３―２４ ３ １２６ １１９ ５７．８７５ 二次加工の
ある�片 チャート （２．２２） ２．１７ ０．７９ ４．３ ５ 第３１図１１

２８ E―３―８ ４２ １３５ ８５ ５７．５５０ �片 ホルンフェルス ５．２５ ３．８０ ０．９６ １８．１ ５

２９ E―３―８ ４３ １０６ １０３ ５７．５３５ �片 黒色頁岩 ６．３８ ２．４２ ０．９１ １３．５ ５ 第３１図１６

３０ E―３―２ ４６ ９８ １６１ ５７．５４５ �片 黒曜石 （２．１５） ２．１０ ０．９９ ３．６ ５ 分析№１１

３１ E―３―２ ４７ １８４ ３５ ５７．５７５ �片 チャート （６．２０） ３．１２ １．７８ ３４．７ ５

３２ E―３―３ ４８ ４４ １４１ ５７．９１５ �片 チャート １．４７ ２．２１ ０．２４ １．４ ５

３３ E―３―７ ４９ ８０ ２３ ５７．７２５ �片 珪質頁岩 （２．７７）（１．７１） ０．５３ ２．２ ５

３４ D―４―２４ １０ ６１ １５８ ５７．７５５ �片 頁岩 １．８６ ４．０４ １．０４ ７．９ ６

第３表 石器観察表（１）
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グリッド 番号
北―南
（�）

西―東
（�）

標高
（�） 器種 石材

長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重さ
（g）

石器
集中

接合 備考

３５ D―４―２４ １６ １４６ １３０ ５７．５３０ 砕片 黒曜石 ０．９９ ０．８９ ０．０８ ０．１ ６ 分析№３

３６ E―３―５ １ １０６ １７７ ５７．７１０ 二次加工の
ある�片 チャート ２．３０ １．２８ ０．５０ ２．２ ６ 第３１図１２

３７ E―３―１０ ３６ ４５ １５７ ５７．６５０ 二次加工の
ある�片 黒曜石 （３．５０） ２．９４ １．０３ ７．０ ６ 第３１図１３

分析№９

３８ E―３―１４ ３９ ４３ １２７ ５７．８１０ �片 黒色安山岩 ２．７８ １．９４ ０．７１ ４．３ ６

３９ E―３―１５ ４４ ３９ １９４ ５７．６７０ �片 ホルンフェルス ４．４１ ５．１５ ０．９８ ２４．１ ６

４０ E―４―３ １ ３５ １３９ ５７．８００ �片 チャート （１．５１） ２．２２ ０．６５ ２．１ ６

４１ E―４―７ ３ １９０ ２６ ５７．８１０ 砕片 珪質頁岩 ０．８０ ２．１５ ０．３３ ０．５ ６

４２ E―４―７ ４ １１８ １６７ ５７．７７０ �片 珪質頁岩 ３．８８ １．７７ ０．４７ ３．６ ６ １ 第３４図３５

４３ E―４―９ ５ ９２ ３０ ５７．７６５ �片 チャート （１．３９） １．９６ ０．５１ １．６ ６

４４ E―４―１２ ６ ４６ ６５ ５７．７７５ �片 黒色安山岩 ２．０３ １．３１ ０．３３ ０．９ ６

４５ E―４―２１ ２２ １３６ １０ ５７．７００ �片 珪質頁岩 ４．１２ ２．３７ １．００ ８．５ ９ １ 第３４図３４

４６ E―４―５ ３０ ５４ ４３ ５７．６９０ �片 チャート ３．９９ １．５５ ０．８５ ５．１ ６

４７ E―４―５ ３２ １８５ ２４ ５７．６７０ �片 黒色頁岩 ４．０８ ５．８０ １．２０ ２５．５ ６

４８ E―４―１８ ３５ ４８ ４９ ５７．５８５ �片 頁岩 ２．０８ １．６２ ０．３５ １．４ ６

４９ E―４―１５ ３８ ４９ ３９ ５７．５６０ �片 ホルンフェルス １．５４ １．７２ ０．３５ １．４ ６

５０ E―４―３ ４２ １９８ １０６ ５７．６６５ �片 黒曜石 ３．２０ ２．７０ １．００ ６．５ ６ 分析№１３

５１ E―４―４ ４３ １１６ ３３ ５７．６５０ �片 頁岩 ２．８９ ２．３８ ０．６２ ５．１ ６

５２ E―４―７ ４４ ６０ １４２ ５７．７４５ 石核 黒色安山岩 ２．９０ ３．２０ １．９０ １６．６ ６ 第３３図３２

５３ E―４―７ ４５ １５１ １７０ ５７．６５５ �片 チャート ２．２２ １．４２ ０．４５ １．５ ６

５４ E―４―１１ ４６ １５ １９３ ５７．５７０ �片 珪質頁岩 （３．０１） ２．４８ １．７５ ５．６ ６

５５ E―４―１１ ４７ ６５ １３０ ５７．５４５ �片 珪質頁岩 ２．７６ １．０４ ０．７４ ２．２ ６ 第３２図２０

５６ E―４―１２ ４８ ８０ ９９ ５７．６４０ �片 珪質頁岩 ３．４２ ３．２２ １．１４ １１．４ ６

５７ F―４―２ １４―１ ９８ １２８ ５７．５００ 二次加工の
ある�片 黒曜石 ３．５２ ３．４３ １．４２ １１．７ ９ 第３１図１４

分析№２０

５８ D―５―２３ ８ ４７ １０５ ５７．４３５ �片 頁岩 １．７０ ２．４０ ０．４６ １．９ ７

５９ D―５―２２ １１ １８１ ５５ ５７．７３０ �片 チャート １．７２ １．６６ ０．２９ ０．５ ７

６０ D―５―２２ １２ １９９ ５８ ５７．６９０ �片 ホルンフェルス ２．８３ （３．２３） ０．５５ ７．７ ７

６１ D―５―２２ １６ １５７ １２１ ５７．６２５ �片 ホルンフェルス ３．６５ ４．５４ １．８０ ２９．１ ７

６２ E―５―３ ２ １６１ ７６ ５７．５７０ �片 ホルンフェルス ３．３０ ２．２４ ０．６４ ６．３ ７

６３ E―５―７ ７ １１８ ８ ５７．６３０ �片 チャート １．５６ １．００ １．２２ ０．３ ７

６４ E―５―３ ８ ７３ ５７ ５７．６０５ �片 黒色頁岩 １．９２ １．５３ ０．３７ １．４ ７

６５ E―５―１１ ２３ ６５ ７０ ５７．４８５ �片 チャート ４．７２ ２．５６ ０．９２ １２．３ ７ 第３３図２６

６６ E―５―１ ２４ １０１ １７２ ５７．６２０ �片 チャート ２．３３ ２．５１ １．３２ ７．０ ７

６７ E―５―６ ２５ ２５ １３０ ５７．６３０ �片 チャート ２．９３ ３．３８ １．７１ １６．３ ７

６８ E―５―２ ３５ ９６ １３５ ５７．６７５ �片 ホルンフェルス ３．９８ １．９９ ０．７６ ４．７ ７

第４表 石器観察表（２）
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グリッド 番号
北―南
（�）

西―東
（�）

標高
（�） 器種 石材

長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重さ
（g）

石器
集中

接合 備考

６９ E―５―７ ３６ ３３ １０９ ５７．５５５ �片 ホルンフェルス １．８３ ２．６１ ０．４０ ２．１ ７

７０ D―５―２０ ２ ４ １０ ５７．４１０ �片 緑色凝灰岩 ９．８３ ２．７７ １．３３ ３２．４ ８ 第３２図２３

７１ D―５―２０ ３ １４１ ５０ ５７．３４５ �片 黒曜石 （２．７６） １．４５ ０．７９ １．８ ８ 分析№４

７２ E―６―１２ ５ ３５ ６５ ５７．６１５ �片 チャート ２．１３ ０．９３ ０．７０ ３．２ ８

７３ D―６―２１ ２ １５６ １２１ ５７．４１０ �片 黒曜石 ２．６３ １．３７ ０．１８ ０．６ ８ 分析№５

７４ D―６―２１ ３ １８２ ８８ ５７．４７０ �片 チャート ３．２０ １．９７ ０．４３ ２．２ ８

７５ E―５―５ ３ ７３ ３１ ５７．４２０ �片 黒色頁岩 ２．１４ １．６８ ０．４３ １．６ ８

７６ E―５―５ ５ １３３ １３４ ５７．４２５ �片 ホルンフェルス １．２２ １．５４ ０．１６ ０．６ ８

７７ E―５―５ ３０ ７１ ５９ ５７．２３０ �片 黒曜石 １．３０ １．７０ ０．３６ ０．５ ８ 分析№１６

７８ E―５―５ ３１ １２４ ７８ ５７．１１５ �片 黒色安山岩 ０．９５ １．３６ ０．２０ ０．３ ８

７９ E―５―１０ ３２ １４５ １８６ ５７．０５５ �片 頁岩 １．４８ ２．２５ ０．５０ １．６ ８

８０ E―６―１ １ ５２ １２０ ５７．２９０ スクレイパー 黒曜石 ３．７４ ２．９６ １．０９ １０．１ ８ 第３０図６
分析№１７

８１ E―６―１ ４ ２１ １６９ ５７．２９０ ナイフ形石器 黒曜石 ４．７８ ２．６２ ０．７０ ５．７ ８ 第３０図１
分析№１８

８２ E―３―２０ ４ １０６ １６ ５７．６１５ �片 黒曜石 １．６１ １．１８ ０．２４ ０．５ ９ 分析№６

８３ E―３―２５ ８ ９ ３４ ５７．７８０ �片 チャート （３．９０） ２．７６ １．５０ １６．０ ９

８４ E―３―２５ ９ ５８ ９９ ５７．７６５ �片 黒曜石 １．１２ ０．６６ ０．２０ ０．１ ９ 分析№７

８５ E―３―２５ １０ １３２ １４６ ５７．７７０ �片 珪質頁岩 ５．４０ １．８１ １．５０ １１．８ ９ 第３２図１９

８６ E―３―２５ １３ ３ １３ ５７．５７５ �片 黒曜石 （１．０６） １．５８ ０．５０ ０．５ ９ 分析№８

８７ E―３―２５ １５ １７９ １６６ ５７．７１０ �片 チャート ２．４５ ２．４０ ０．７４ ４．１ ９

８８ E―３―２５ ２５ １９６ ６４ ５７．７２５ �片 黒色安山岩 ４．０１ ２．１０ ２．３０ １７．４ ９ ２ 第３４図３７

８９ E―３―２５ ３７ ６３ ８４ ５７．５３０ �片 黒曜石 （１．０２） １．３６ ０．３３ ０．６ ９ 分析№１０

９０ E―３―１９ ３８ １３４ １２９ ５７．６３５ �片 チャート １．２５ １．２０ ０．２２ ０．４ ９

９１ E―３―２５ ４１ １８６ １３０ ５７．５４０ 石核 珪質頁岩 ５．００ １．１５ １．３７ ２７．６ ９ 第３３図３３

９２ E―４―２１ １４ １４１ ４ ５７．７５５ �片 黒色安山岩 ３．７６ ２．１８ １．２９ ７．３ ９

９３ E―４―２１ １８ １０４ ２８ ５７．６９０ �片 チャート ４．３１ １．７０ ０．９６ ５．１ ９ 第３３図２７
稜状調整有

９４ E―４―２１ １９ １５１ ３２ ５７．６６０ �片 チャート ３．０８ ３．００ ０．６９ ７．６ ９

９５ E―４―２２ ２６ １００ ４８ ５７．７００ 砕片 黒曜石 ０．９３ ０．５３ （０．１２） ０．１ ９ 分析№１２

９６ F―３―４ ３ １１０ １３５ ５７．７４０ �片 黒色安山岩 ４．２８ ２．３５ １．２５ １２．２ ９ ２ 第３４図３６

９７ F―３―５ ４ ４６ １７５ ５７．６６０ �片 緑色凝灰岩 ５．０６ ２．８５ １．０２ １５．８ ９ 第３２図２２

９８ F―３―５ ６ ４３ ７４ ５７．７４０ �片 黒色安山岩 ４．３０ ４．５０ １．３５ ２１．９ ９

９９ F―３―５ ９ １２２ １２０ ５７．６６０ �片 黒色安山岩 ３．１５ ２．０８ ０．６４ ４．１ ９ 第３２図２１

１００ F―３―５ １０ １２８ ９３ ５７．７１０ �片 チャート ２．１５ ２．８７ ０．７５ ４．５ ９

１０１ F―３―５ １４―２ １０５ １９３ ５７．６７５ 砕片 黒曜石 ０．８８ ０．７０ ０．０６ ０．１ ９ 分析№１９

１０２ F―３―９ １６ １７０ １４ ５７．４８０ �片 珪質頁岩 ３．６０ ３．１５ １．０８ ５．７ ９ 第３２図２４

第５表 石器観察表（３）
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グリッド 番号
北―南
（�）

西―東
（�）

標高
（�） 器種 石材

長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重さ
（g）

石器
集中

接合 備考

１０３ F―４―１ １ ９９ ６ ５７．６１０ �片 珪質頁岩 ４．５６ ４．３７ ０．８３ １３．４ ９ ３ 第３５図３８

１０４ F―４―１ ９ ３９ ２２ ５７．５７５ �片 チャート ３．１３ ２．６０ １．８３ ７．９ ９

１０５ F―４―７ ２８ １９５ １７５ ５７．３１０ スクレイパー 黒曜石 １．８７ ２．２０ ０．８８ ３．７ ９ 第３０図７
分析№２１

１０６ E―５―１８ １５ ３６ ７５ ５７．２５０ �片 頁岩 ２．０８ １．４６ ０．６６ １．９ １０

１０７ E―５―２３ １７ ３ ７８ ５７．２４０ �片 チャート （２．１０） １．９０ ０．５２ ２．８ １０ 第３２図２５

１０８ E―５―２４ ２２ １３０ １６１ ５７．１２０ �片 黒曜石 （１．０４） １．９２ ０．９２ １．４ １０ 第３３図２８
分析№１４

１０９ E―５―２１ ２７ １ １７７ ５７．３１５ �片 黒曜石 １．６９ （１．１０） １．２７ ０．７ １０ 分析№１５

１１０ F―４―１５ ３８ ７８ １８１ ５７．０６５ スクレイパー チャート ４．３８ ３．１８ ０．７１ １１．１ １１ 第３０図８

１１１ F―５―１２ ４ ５４ ４５ ５６．９８０ �片 珪質頁岩 ３．０１ １．０１ ０．８２ ２．８ １１

１１２ D―２―２３ １ ６９ ５５ ５７．９５０ �片 黒曜石 １．２７ １．８９ ０．５４ ２．０ 分析№２

１１３ D―３ 石核 珪質頁岩 ４．５０ １．４３ ２．０６ １７．３ 第３３図３１

１１４ D―３ ナイフ形石器 黒曜石 ５．５５ １．４７ ０．５６ ３．７ 第３０図２
分析№２２

１１５ D―５ スクレイパー 頁岩 （３．５８） ２．９０ ０．７７ ９．０ 第３１図９

１１６ D―５ �片 チャート ４．３０ ０．７６ ０．４３ １．９ 第３３図３０
稜状調整有

１１７ E―３ �片 珪質頁岩 ４．２２ ４．６９ １．８０ ２４．４ ３ 第３５図３９

１１８ E―４ 二次加工の
ある�片 チャート ４．５９ １．８５ ０．６１ ５．６ 第３１図１５

１１９ E―４ ナイフ形石器 チャート ３．４０ １．１７ ０．７７ ２．８ 第３０図３

１２０ E―５ ナイフ形石器 珪質頁岩 ４．３０ ２．２０ ０．８０ ６．５ 第３０図５

１２１ 表採 ナイフ形石器 黒曜石 ２．７１ １．５１ ０．７０ ２．７ 第３０図４
分析№２３

１２２ D―４ �片 珪質頁岩 ３．７９ １．４５ ０．５８ ３．１ 第３３図２９

第６表 石器観察表（４）

－４２－



２．礫群
礫群１（第３６・３７図）

E３・４、F３・４グリッドに位置する。石器

集中９とは分布がほぼ重なるようである。分布は

南北９�、東西１０�の範囲で、視覚的には F４グ

リッド北西コーナーを中心に密集する。点数は８７

点で、総重量は３７２４．２gである。石材は、チャー

ト、砂岩、頁岩、ホルンフェルス、安山岩が使わ

れているが、ほとんどが砂岩で構成される。礫の

１／４以下の破砕礫が６９点で全体の約８０％と多

い。赤化礫は２３点に観察される。付着物は、スス

状付着物のみ３点に観察され、被熱の痕跡が伺え

る。

礫群２（第３８図）

D４・５グリッドに位置する。石器集中３の南

東に位置する。分布は径１�の範囲と非常に狭く、

点数も４点と少ない。総重量は５６０．３gである。

石材は、砂岩のみで、礫表面には被熱の痕跡はあ

まり残されていない。

これら以外にも礫が分布していたが、調査時に

礫群と確認されず、また、小礫が多く、分布も散

漫なため、礫群とはしなかった。

赤化 付着物 残存
合計

有 無 スス 無 完形 １／２ １／４

総計（個／�） ２４／１１４０．５ ６７／３１４４．０ ３／３０９．９ ８８／３９７４．６ １３／１７０３．４ ５／５３４．９ ７３／２０４６．２ ９１／４２８４．５

石材
赤化 付着物 残存

合計
有 無 スス 無 完形 １／２ １／４

砂岩 １／６２．７ ３／４９７．６ ０／０．０ ４／５６０．３ ０／０．０ ０／０．０ ４／５６０．３ ４／５６０．３

合計（個／�） １／６２．７ ３／４９７．６ ０／０．０ ４／５６０．３ ０／０．０ ０／０．０ ４／５６０．３ ４／５６０．３

石材
赤化 付着物 残存

合計
有 無 スス 無 完形 １／２ １／４

チャート １／１４．５ ９／１４７．２ ０／０．０ １０／１６１．７ ０／０．０ ０／０．０ １０／１６１．７ １０／１６１．７

砂岩 １８／６９９．７ ５１／２４８４．７ ３／３０９．９ ６６／２８７４．５ １３／１７０３．４ ４／２９７．７ ５２／１１８３．３ ６９／３１８４．４

頁岩 ３／１２６．４ ３／１３．０ ０／０．０ ６／１３９．４ ０／０．０ ０／０．０ ６／１３９．４ ６／１３９．４

ホルンフェルス １／２３７．２ ０／０．０ ０／０．０ １／２３７．２ ０／０．０ １／２３７．２ ０／０．０ １／２３７．２

安山岩 ０／０．０ １／１．５ ０／０．０ １／１．５ ０／０．０ ０／０．０ １／１．５ １／１．５

合計（個／�） ２３／１０７７．８ ６４／２６４６．４ ３／３０９．９ ８４／３４１４．３ １３／１７０３．４ ５／５３４．９ ６９／１４８５．９ ８７／３７２４．２

第７表 礫属性表

礫群１

礫群２
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第３６図 礫群１（１）
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第３７図 礫群１（２）

第３８図 礫群２
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グリッド
番
号

北―南
（�）

西―東
（�）

標高
（�） 石材

長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重さ
（g）

礫
群
接
合

遺存度 備考

１ E―３―２５ ３０ １７８ ８０ ５７．７０５ 砂岩 ６．３６ ８．４８ ３．４４ １９５．３ １ １ 完形

２ E―３―１９ ２ １４３ １６４ ５７．７６０ 砂岩 ６．５０ ４．４４ ２．１０ ７３．９ １ 完形

３ E―３―１９ ３ １９８ ９８ ５７．７５０ 砂岩 ４．６８ ２．７８ ３．５６ ３７．８ １ １／４以下 赤化有

４ E―３―２０ ５ ８５ １８ ５７．７２５ 砂岩 ４．８５ ３．０３ １．７８ ２０．４ １ １／４以下 赤化有

５ E―３―２０ ６ １６３ ８ ５７．８５０ 砂岩 ６．８２ ４．０４ ２．０９ ６２．９ １ 完形 赤化有

６ E―３―２４ ７ １０ １９５ ５７．６４０ 砂岩 ４．９１ ４．０９ １．５２ ２８．７ １ １／４以下 赤化有

７ E―３―２５ １１ １３０ １１７ ５７．７６０ 砂岩 ３．５４ ２．２５ １．３６ １０．１ １ １／４以下

８ E―３―２５ １２ １５１ １８８ ５７．７２５ 砂岩 ２．３６ １．９０ ０．９２ ３．３ １ １／４以下

９ E―３―２５ １６ ２ ６ ５７．５７０ 砂岩 ７．４２ ２．９８ １．９１ ５６．７ １ １／２ 赤化有

１０ E―３―２５ １７ ８８ １５５ ５７．７００ 砂岩 ７．１４ ５．１２ ４．７８ ２７０．８ １ ２ 完形

１１ E―３―２５ １８ １０２ １４７ ５７．７００ 砂岩 ５．５４ ３．６５ ２．４３ ５１．６ １ ２ 完形

１２ E―３―２５ １９ ９３ １６４ ５７．６１０ 砂岩 ２．２６ １．１５ ０．９０ ２．４ １ 完形

１３ E―３―２５ ２０ １４８ １７４ ５７．７４０ 砂岩 ３．６５ ２．６２ １．２８ １６．３ １ １／４以下

１４ E―３―２５ ２１ １５７ １６４ ５７．７００ 砂岩 ７．７５ ２．９０ ２．９５ ４４．５ １ １／４以下 赤化有

１５ E―３―２５ ２２ １４０ １９６ ５７．７１０ チャート ３．８８ ２．３８ １．１５ ９．２ １ １／４以下

１６ E―３―２５ ２３ １７０ １６９ ５７．６４０ 砂岩 １．８４ １．２６ ０．７７ ２．３ １ １／４以下

１７ E―３―２５ ２４ １９３ １３９ ５７．５９０ 頁岩 １．８０ １．６４ １．１１ ３．３ １ １／４以下

１８ E―３―２５ ２６ １０５ ３０ ５７．７３５ 砂岩 １２．３７ ７．７８ ７．２０ ８９４．９ １ 完形

１９ E―３―２５ ２７ １６９ ６９ ５７．７１０ 砂岩 ５．２７ ２．６２ １．８８ １８．７ １ １／４以下

２０ E―３―２５ ２８ １６７ ７９ ５７．７３５ 砂岩 ４．７０ ２．５４ １．５６ １８．０ １ １ 完形

２１ E―３―２５ ２９ １８３ ７５ ５７．７７０ 砂岩 ３．８７ ２．８１ １．９０ １４．４ １ １ 完形

２２ E―３―２５ ３１ ９５ １５５ ５７．６８５ ホルンフェルス ９．４０ ６．０１ ３．３５ ２３７．２ １ １／２ 赤化有

２３ E―３―２５ ３２ １２７ １４４ ５７．７１０ 砂岩 ２．００ １．９９ １．６４ ２．１ １ ３ １／４以下 赤化有

２４ E―３―２５ ３３ １６８ １５１ ５７．７０５ 砂岩 ４．１０ ３．２２ ２．９５ ２０．４ １ ３ １／４以下 赤化有

２５ E―３―２５ ３４ １８０ １６３ ５７．６８０ 砂岩 ４．６１ ３．２６ １．８７ １６．６ １ １／４以下

２６ E―３―２５ ３５ １７６ ８３ ５７．７１０ 砂岩 ６．５５ ３．５０ ２．３５ ６１．０ １ １ 完形

２７ E―３―２５ ４０ １７６ ８３ ５７．７０５ 砂岩 ４．３２ ２．９７ １．５４ １４．０ １ １／４以下

２８ E―４―１６ ７ １３７ ５３ ５７．７３５ 砂岩 ４．９２ １．７１ ０．６９ ７．２ １ １／４以下

２９ E―４―１６ ８ ５７ ３７ ５７．５２０ 砂岩 ４．０４ ２．７８ ２．１３ ２２．２ １ １／４以下 赤化有

３０ E―４―１６ ９ １５１ １５７ ５７．６８５ 砂岩 ６．１７ ２．５０ １．９０ ３５．０ １ 完形

３１ E―４―１７ １１ １７０ ４０ ５７．６９０ 砂岩 ２．７３ ２．５１ １．７３ １３．４ １ １／４以下

３２ E―４―１７ １２ １９１ １２５ ５７．６９０ 砂岩 １．５４ ０．８８ ０．９３ ２．３ １ １／４以下

３３ E―４―１７ １３ １１０ １５３ ５７．４６０ 砂岩 ４．１６ ２．５３ ０．９７ １１．５ １ １／４以下

３４ E―４―２１ １６ ６０ ４４ ５７．６４０ 砂岩 ４．３３ ３．０３ ２．０５ ２８．０ １ １／４以下

第８表 礫観察表（１）
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３５ E―４―２１１７―１ ８４ ３７ ５７．５８０ 砂岩 ４．００ ３．２３ １．７８ ２０．３ １ １／４以下

３６ E―４―２１１７―２ ８４ ３７ ５７．５８０ 砂岩 ２．７０ ２．５１ １．６６ １３．６ １ 完形

３７ E―４―２１ ２０ １４９ ７１ ５７．５３５ 砂岩 ５．６４ ２．５５ １．０１ １８．９ １ １／４以下

３８ E―４―２１ ２１ １９３ １４５ ５７．６００ 砂岩 ３．５５ ２．６０ ２．０２ １５．４ １ １／４以下

３９ E―４―２１ ２４ １６３ １８ ５７．６９０ 砂岩 ５．３０ ４．４５ ２．７８ ６２．６ １ １／４以下

４０ E―４―２１ ２５ １６２ １３０ ５７．５９０ チャート ３．８４ ２．４７ ２．２６ ２５．５ １ １／４以下

４１ E―４―２２ ２７ ７５ １４９ ５７．６８０ チャート ０．７１ ０．６８ ０．３３ ０．１ １ １／４以下

４２ E―４―２２ ２８ ９３ ２４ ５７．５５０ 安山岩 ２．２６ １．４６ １．２３ １．５ １ １／４以下

４３ E―４―２２ ２９ １７２ １４３ ５７．４６０ 砂岩 ２．８８ ２．３９ １．６７ ９．６ １ １／４以下

４４ E―４―２２ ３３ １９５ １６０ ５７．５３０ 砂岩 ８．４４ ６．０１ ４．５４ ２０３．９ １ １／４以下 赤化有
スス状付着物

４５ E―４―２１ ３４ １４１ ６ ５７．５９０ 砂岩 ３．８５ ２．１６ １．００ ８．９ １ ４ １／２

４６ E―４―１８ ３６ １４０ １８ ５７．５９５ 砂岩 ２．６０ １．９９ １．０６ ４．９ １ １／４以下

４７ E―４―１８ ３７ １８５ ４４ ５７．６４０ 砂岩 ４．６２ ２．６５ ２．７９ ２１．２ １ １／４以下

４８ F―３―４ １ ５３ １８５ ５７．６７５ 砂岩 ２．２９ １．８５ ０．８３ ６．２ １ １／４以下

４９ F―３―５ ５ ２３ ８０ ５７．７３０ チャート ５．００ ４．６４ ２．８２ ５８．７ １ １／４以下

５０ F―３―５ ７ ８１ １９８ ５７．７１０ 砂岩 ３．９４ ２．７４ ２．０３ １５．０ １ １／４以下

５１ F―３―５ ８ ７８ １５３ ５７．４９０ 砂岩 ２．４９ ２．４３ １．４７ ７．７ １ １／４以下

５２ F―３―５ １１ １５８ １４５ ５７．６４０ 砂岩 ４．６５ ４．４５ ２．００ ２０．０ １ １／４以下

５３ F―３―５ １３ １９９ １５３ ５７．５０５ 砂岩 ３．７８ ２．５１ １．８５ １５．４ １ ５ １／４以下

５４ F―３―５ １４―１ １０５ １９３ ５７．６７５ 砂岩 ７．１０ ４．５４ ３．３８ １６３．３ １ ４ １／２

５５ F―３―５ １５ １４８ １４９ ５７．５４０ 砂岩 ６．５６ ４．０３ ３．２７ ６８．８ １ １／２

５６ F―３―１０ １７ １４ １６６ ５７．５９０ 砂岩 ２．５０ １．６９ １．２０ ４．９ １ １／４以下

５７ F―３―１０ １８ ２ １６７ ５７．５３０ 砂岩 ４．１３ ３．２２ １．８４ ２２．３ １ ５ １／４以下

５８ F―４―７ ２５ １３８ １０２ ５７．５３０ チャート １．６０ １．７２ ０．７２ ２．７ １ １／４以下

５９ F―４―１ ２ ３０ １６５ ５７．５５０ 砂岩 ２．２８ ２．００ １．０５ ３．８ １ １／４以下

６０ F―４―１ ３ ２６ １２９ ５７．６２５ チャート ３．９９ ２．１９ ２．００ ２４．０ １ １／４以下

６１ F―４―１ ４ ３２ １３１ ５７．５８５ 砂岩 ３．７０ ２．５１ １．０８ ７．７ １ ６ １／４以下 赤化有

６２ F―４―１ ５ ５６ １１０ ５７．６００ 砂岩 ３．８９ ３．６１ ２．１８ ２２．１ １ １／４以下

６３ F―４―１ ６ ４７ ５０ ５７．６８０ 砂岩 ６．７５ ５．２３ ２．７５ ７６．７ １ １／４以下 赤化有
スス状付着物

６４ F―４―１ ７ ５８ ２８ ５７．６７０ 砂岩 ４．１０ ３．６５ ２．５０ ３０．０ １ １／４以下 赤化有

６５ F―４―１ ８ ６４ １２ ５７．５７０ チャート ３．９２ ２．８２ １．４３ １４．５ １ １／４以下 赤化有

６６ F―４―１ １０ ８０ １７５ ５７．５６５ 砂岩 ２．７２ １．６５ １．０７ ４．６ １ ６ １／４以下 赤化有

６７ F―４―１ １２ ７８ １４ ５７．６３５ 砂岩 ４．１２ ２．８５ ２．４０ ２９．３ １ １／４以下 赤化有
スス状付着物

６８ F―４―１ １３ ７５ ４ ５７．６２５ 砂岩 ２．０１ １．８１ １．４１ ６．４ １ １／４以下

第９表 礫観察表（２）
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６９ F―４―２ １５ ２０ １５０ ５７．５６０ 砂岩 ５．３６ ２．６６ １．６４ １２６．６ １ ７ １／４以下

７０ F―４―２ １６ ３５ １４９ ５７．５２０ 砂岩 ８．３８ ４．５１ ２．３０ ２５．３ １ １／４以下

７１ F―４―２ １７ ３８ １５３ ５７．４９０ 砂岩 ０．０３ ０．０７ ０．２８ ０．３ １ １／４以下

７２ F―４―２ １８ ３８ １５０ ５７．５０５ 砂岩 ３．４４ ２．１９ １．３１ ８．０ １ １／４以下

７３ F―４―２ １９ ５０ １９６ ５７．５１０ 頁岩 ７．８８ ４．５６ ２．９０ ９０．４ １ ８ １／４以下 赤化有

７４ F―４―２ ２０ ５４ １９４ ５７．５２０ 頁岩 ５．７０ １．４０ １．１０ ８．１ １ ８ １／４以下 赤化有

７５ F―４―２ ２１ ５３ １９０ ５７．４４５ 砂岩 ３．９０ ２．１５ １．８４ １５．４ １ ９ １／４以下

７６ F―４―２ ２２ １３２ ８８ ５７．５５０ 頁岩 ２．４２ ２．３６ １．３８ ６．９ １ １／４以下

７７ F―４―３ ２３ ７７ ９３ ５７．５４５ 頁岩 ３．９９ ３．５６ ２．２８ ２７．９ １ １／４以下 赤化有

７８ F―４―３ ２４ ９３ １００ ５７．５４５ 頁岩 ２．４５ １．５６ ０．７８ ２．８ １ １／４以下

７９ F―４―７ ２６ １４５ ７１ ５７．４７５ チャート ２．１８ １．１８ １．２５ ５．３ １ １０１／４以下

８０ F―４―７ ２７ １６６ ８９ ５７．４８０ チャート ２．３２ ２．５４ ２．９８ １７．９ １ １０１／４以下

８１ F―４―３ ２９ １６５ ２３ ５７．４９０ チャート ３．０５ １．６７ ０．８４ ３．８ １ １／４以下

８２ F―４―４ ３０ ６０ １０ ５７．４４０ 砂岩 ３．２６ ２．６１ １．１５ ８．５ １ ７ １／４以下 赤化有

８３ F―４―４ ３１ １０１ ２９ ５７．４６５ 砂岩 ２．６８ １．９１ １．６８ ９．６ １ 完形

８４ F―４―４ ３２ １２５ ４６ ５７．４３５ 砂岩 ４．２３ ３．０１ １．９９ ２４．８ １ １／４以下 赤化有

８５ F―４―４ ３３ １３７ ８３ ５７．４３０ 砂岩 ２．３４ ２．１４ ０．９３ ４．５ １ １／４以下

８６ F―４―９ ３４ ８２ ９１ ５７．３３０ 砂岩 ２．４３ ０．９９ ０．９４ ２．７ １ １／４以下

８７ F―４―１４ ３６ １０ ３０ ５７．３５５ 砂岩 ３．７２ ３．３４ １．７０ １８．５ １ ９ １／４以下 赤化有

８８ D―４―１５ ７ １７６ １８２ ５７．９９０ 砂岩 ４．８７ ３．３４ ３．７３ ６３．０ ２ １／４以下

８９ D―５―１６ ９ ２９ ４７ ５７．９２０ 砂岩 ３．４０ ２．８５ ２．０８ １１．６ ２ １／４以下

９０ D―５―１６ １３ ２ ５４ ５７．８３０ 砂岩 １０．１１ ８．０１ ５．０４ ４２３．０ ２ １／４以下

９１ D―５―１６ １４ ４３ ７ ５７．８９０ 砂岩 ６．４４ ３．５７ ２．３６ ６２．７ ２ １／４以下 赤化有

第１０表 礫観察表（３）
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Ⅴ 縄文時代の遺物
駿河台遺跡では、グリッド出土や表面採集によ

って縄文時代の土器、石器が出土している。これ

らの出土遺物は遺構に伴ったものではなく、周辺

にも該期の遺跡は見当たらない。

以下、これらの縄文時代の出土遺物について記

しておく。

土器（第３９図）

駿河台遺跡では、表面採集も含め、１２８点の縄

文土器が出土した。中期末から後期初頭に帰属す

る２点を除き、１２６点が撚糸文系東山式期の所産

と判定した。このうち３６点を図示したが、口縁部

片の特徴を見るかぎり、ごく限られた時期のもの

と考えられる。これらは、淡褐色から赤褐色をし、

胎土には角閃石がもれなく含まれ、さらに半数近

くでは火山軽石らしき乳白色粒が混じり込んでい

る。上半の器厚は一様に薄く、下位は丸底気味の

砲弾形になるようである。

１～１３は口縁部片であるが、このうち１～８ま

では口縁下に沈線がめぐらされている。ほとんど

は、直立する器形の成形後に線が引かれているが、

１のみは前代の名残をとどめる器形屈曲を口唇部

整形の際に意識している。これに対し、９～１３は

沈線や凹線が加えられないもので、９はやや外反

し、１１・１２は内湾するなど、沈線土器に比べて偏

差が大きい。後者は椀形に近い小型土器の可能性

もある。

一方、１４～３６は胴部から底部で、小型土器の破

片は見あたらない。１４は唯一撚糸文 Rが浅く縦

位施文されたものだが、胎土等に他と大きく異な

る特徴は認められない。また、３６は丸底部の破片

である。

石器（第４０図）

１は石鏃である。D３グリッド出土である。凹

基無茎鏃で、二等辺三角形に近く、基部の抉りは

浅いが弧を描くように湾曲する。石器石材はチャ

ートである。

２は石鏃である。F３グリッド出土である。凹

基無茎鏃で、二等辺三角形に近く、基部の抉りは

浅いが鈍角を持つような調整が施されている。素

材�片が薄く、周辺にのみ調整加工が施されてい

る。石器石材はチャートである。

３は石鏃である。表面採集である。石器石材は

黒曜石である。凹基無茎鏃で、基部の抉りは深い。

脚部が一部欠損する。

４は石鏃である。D５グリッドのローム層中よ

り出土した。凹基無茎鏃で、基部の抉りは浅く、

湾曲する。先端部は欠損するが、調整加工が粗く、

製作途中に折れた可能性がある。石器石材は黒曜

石である。

５は磨石である。E２グリッド出土である。扁

平な楕円礫を用い、正面に磨跡がみられる。上半

分が欠損する。石器石材は閃緑岩である。

６はスタンプ形石器である。E５グリッド出土

である。扁平な楕円礫を用い、右側縁に敲打によ

る�離が見られる。下面の平坦部には若干の磨耗

痕が見られ、敲打によって縁辺が摩滅している。

石器石材は砂岩である。

７はスタンプ形石器である。表面採集である。

扁平な楕円礫を用い、両側縁に入念な敲打による

�離が観察される。さらに下面の平坦部には若干

の磨耗痕と敲打の痕跡が伺える。石器石材は砂岩

である。
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第３９図 縄文土器拓影図
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№ 器種 石材 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（g） 備考

１ 石鏃 チャート １．５８ １．２０ ０．３３ ０．４ D－３

２ 石鏃 チャート １．４４ １．２６ ０．２３ ０．３ F－３

３ 石鏃 黒曜石 １．７８ １．３７ ０．２８ ０．４ 表採

４ 石鏃 黒曜石 ２．００ １．６６ ０．４３ １．３ D－５№１０

５ 磨石 閃緑岩 （５．９１） ７．０９ ４．４８ ２９４．６ E－２

６ スタンプ形石器 砂岩 ８．３８ ６．４１ ２．９６ ２３４．３ E－５

７ スタンプ形石器 砂岩 １０．５６ ９．４６ ３．５０ ６１０．２ 表採

第４０図 縄文時代石器

第１１表 縄文時代石器観察表
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Ⅵ 黒曜石の蛍光X線分析
駿河台遺跡出土の黒曜石２３点について、蛍光 X

線による産地推定を行った。

分析資料の出土地点は、石器集中２が１点、石

器集中５が１点、石器集中６が３点、石器集中８

が５点、石器集中９が８点、石器集中１０が２点と、

石器集中に含まれないもの、D２グリッド出土、

D３グリッド一括、表面採集が各１点の合計２３点

である。石器集中から出土した黒曜石は全て分析

の資料とし、それら以外の３点を加えた。

分析の結果は、第１２表に示したとおりである。

資料２３点のうち、産地が推定できたものが１２点、

不明となったものが１１点である。１２点の内訳は、

箱根系の畑宿群が５点、信州系の和田峠群３点、

冷山群２点、星ヶ台群、男女倉群が各１点で、箱

根系５点、信州系７点となった。資料数が少なく、

半数近くの資料は産地推定ができなかった点など

詳細な検討をするには無理があるが、箱根系と信

州系が混在することは黒曜石の流通を考える上で

貴重な分析結果と考えられる。

なお、分析の詳細は埼玉県埋蔵文化財調査事業

団『研究紀要』に掲載する予定である。

分析
番号

グリッド 番号
石器
集中

図版番号 器種 推定産地 誤差の目安 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重さ（g）

１ C―４―１６ ３ ２ 非掲載 原石 不明 ２．６０ ２．２６ １．３５ ８．３
２ D―２―２３ １ 非掲載 �片 畑宿群 �―�±３σ １．２７ １．８９ ０．５４ ２．０
３ D―４―２４ １６ ６ 非掲載 砕片 不明 ０．９９ ０．８９ ０．０８ ０．１
４ D―５―２０ ３ ８ 非掲載 �片 不明 （２．７６） １．４５ ０．７９ １．８
５ D―６―２１ ２ ８ 非掲載 �片 和田峠群 �―�±４σ ２．６３ １．３７ ０．１８ ０．６
６ E―３―２０ ４ ９ 非掲載 �片 畑宿群 �―�±２σ １．６１ １．１８ ０．２４ ０．５
７ E―３―２５ ９ ９ 非掲載 �片 不明 １．１２ ０．６６ ０．２０ ０．１
８ E―３―２５ １３ ９ 非掲載 �片 不明 （１．０６） １．５８ ０．５０ ０．５
９ E―３―１０ ３６ ６ 第３１図１３ 二次加工のある�片 畑宿群 �―�±２σ （３．５０） ２．９４ １．０３ ７．０
１０ E―３―２５ ３７ ９ 非掲載 �片 不明 （１．０２） １．３６ ０．３３ ０．６
１１ E―３―２ ４６ ５ 非掲載 �片 冷山群 �―�±１σ （２．１５） ２．１０ ０．９９ ３．６
１２ E―４―２２ ２６ ９ 非掲載 砕片 不明 ０．９３ ０．５３ （０．１２） ０．１
１３ E―４―３ ４２ ６ 非掲載 �片 畑宿群 �―�±５σ ３．２０ ２．７０ １．００ ６．５
１４ E―５―２４ ２２ １０ 第３２図２８ �片 和田峠群 �―�±５σ （１．０４） １．９２ ０．９２ １．４
１５ E―５―２１ ２７ １０ 非掲載 �片 不明 １．６９ （１．１０） １．２７ ０．７
１６ E―５―５ ３０ ８ 非掲載 �片 不明 １．３０ １．７０ ０．３６ ０．５
１７ E―６―１ １ ８ 第３０図６ スクレイパー 和田峠群 �―�±０σ ３．７４ ２．９６ １．０９ １０．１
１８ E―６―１ ４ ８ 第３０図１ ナイフ形石器 男女倉群 �―�±３σ ４．７８ ２．６２ １．５３ ５．７
１９ F―３―５ １４―２ ９ 非掲載 砕片 不明 ０．８８ ０．７０ ０．０６ ０．１
２０ F―４―２ １４―１ ９ 第３１図１４ 二次加工のある�片 畑宿群 �―�±２σ ３．５２ ３．４３ １．４２ １１．７
２１ F―４―７ ２８ ９ 第３０図７ スクレイパー 不明 １．８７ ２．２０ ０．８８ ３．７
２２ D―３ 一括 第３０図２ ナイフ形石器 星ヶ台群 �―�±１σ ５．５５ １．４７ ０．５６ ３．７
２３ 表採 一括 第３０図４ ナイフ形石器 冷山群 �―�±２σ ２．７１ １．５１ ０．７０ ２．７

第１２表 黒曜石産地推定表
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Ⅶ 調査のまとめ
武蔵野台地北部は、古多摩川の扇状地地形を良

く残しており、駿河台遺跡の立地する扇状地は狭

山丘陵と加治丘陵との間を流れた際に形成されて

いる。遺跡は扇状地の扇央部に位置している。か

つて扇央部では河川が伏流し、水の便が極めて悪

く、遺跡はないと考えられていた。しかし、森野

譲氏の分布調査によってこの扇央部にも多くの旧

石器時代の遺跡が発見された（森野１９９３）。砂川

中流域の駿河台遺跡もそのひとつである。砂川は、

狭山丘陵を水源とし、扇状地中央部を流れる河川

である。現在は人工的な河川となり、一般に「砂

川堀」と呼ばれているが、もともとは扇央部で伏

流する河川であったと考えられている。砂川上流

域には砂川遺跡、中砂遺跡等の旧石器時代の遺跡

が多く知られるが、中流域には少ない。標高約９０

�地点の中砂遺跡から標高約６０�の駿河台遺跡ま

では遺跡が見つかっていない。そして、標高約３０

�の下流域にあたる扇端部では遺跡が集中する。

このように駿河台遺跡は、砂川流域の旧石器時代

を考える上で重要な位置にあり、今後、遺構や遺

物の検討を深める必要があろう。

平成９年度に実施された所沢市教育委員会の発

掘調査（以下、市教委調査）では旧石器時代以外

にも縄文時代の集石土坑や炉跡が検出され、加曽

利E式期の土器が出土している（所沢市埋蔵文

化財調査センター１９９９）。また、今回の調査（以

下、事業団調査）でも遺構は検出されなかったが、

縄文時代早期の土器片が出土している。これは、

現在旧石器時代の遺跡とされている遺跡が、縄文

時代あるいはそれ以降の時代との複合遺跡となる

可能性を示しているのでないか。

次に発掘調査で検出された遺構の分布について、

事業団調査と市教委調査とを含めて取り上げてみ

たい（註１）。

事業団調査は面積が１，４８０�、遺跡範囲のほぼ

中央にあたる。市教委調査はそこから約２００�南

西に延びて、遺跡範囲の西端に達している。調査

面積は３，７８０�である。両調査区は北側が高く、

南側が低くなっており、調査区の南側はさらに低

くなっている。事業団調査では、調査区の南側約

２／３の緩やかな斜面に大半の石器集中や礫群等

の遺構が分布する。市教委調査は事業団調査の西

側から農道で区画された畑ごとに１区から４区に

分けられ、各区で石器集中や礫群が検出されてい

る（第４１図）。

遺構の検出された箇所を現在の等高線と合わせ

てみると、ほぼ標高５７�～５９�の範囲となってい

る。また、事業団調査の北西側と南東側には遺構

は確認されていない。市教育委員会の試掘調査で

は、市教委調査の１区の北西側や４区の南西側か

ら南東側にかけての畑地でも遺構は確認されなか

った。遺構は限られた標高の範囲で、等高線の間

隔が比較的狭いところで検出されている。このこ

とを駿河台遺跡の遺跡範囲内で当てはめると、事

業団調査の北東側に認められるが、極めて狭い範

囲となってしまう。但し、標高を５５�まで下げる

と、さらにその北東側に広がる可能性がある。一

方この条件では、調査区の北側の平坦な地形には、

遺構が検出される可能性は低いと言わざるを得な

い。

今回の調査では畑作による多くの攪乱が見られ

た。このことが遺跡の範囲や遺構の存在を分かり

にくくしている大きな原因と思える。

今回の駿河台遺跡の発掘調査で出土した黒曜石

に対し、産地を推定するための蛍光 X線分析を

当事業団で行った。黒曜石の蛍光 X線分析では、

所沢市に隣接する東京都東村山市の市史編さん事

業にともなって、周辺市町村を含めた分析が行わ

れている（東村山市２００１）。この際に所沢市の資

料も分析が行われ、所沢市教育委員会が平成９年

－５３－



度に実施した駿河台遺跡の発掘調査時に出土した

資料や、森野氏が駿河台遺跡の遺跡範囲内で表面

採集した資料も含まれている。東村山市の分析は、

国立沼津工業高等専門学校の望月明彦氏に依頼し

て行われたものであり、当事業団の分析は、同工

業高等専門学校の望月研究室から原石の提供を受

けて２００５年度から実施しているものである。今

後の検討材料とするため、分析結果の概略を記し

ておく（第１３表）。

事業団調査区の黒曜石は、石器集中から出土し

たものを中心に２３点を資料とし、箱根系が５点、

信州系が７点、不明が１１点という結果が得られた。

箱根系は５点全てが畑宿群で、信州系は和田峠群

３点、冷山群２点と星ヶ台群、男女倉群各１点で

ある。詳細は第Ⅵ章に記載している。

東村山市が分析した中で、所沢市教育委員会調

査区出土の黒曜石は、ナイフ形石器２点、スクレ

イパー１点、槍先形尖頭器２点の合計５点が分析

されている。分析の結果は、諏訪星ヶ台２点、和

田小深沢群、和田土屋橋北群、和田鷹山群各１点

で、全て信州系である。森野氏表面採集の黒曜石

は、ナイフ形石器１１点、スクレイパー、槍先形尖

頭器各４点、楔形石器、二次加工のある�片各１

点の合計２１点である。分析の結果は、蓼科冷山群

９点、和田鷹山群２点、和田ぶどう沢群、和田土

屋橋西群、諏訪星ヶ台群各１点、天城柏峠群２点、

箱根畑宿群１点で、不可（不明）が４点となって

いる。信州系１４点、箱根系が３点である。

これら分析結果を集計すると、資料数は４９点、

このうち産地推定ができたものが３４点で、不明が

１５点である。産地は信州系が２６点と約７６％を占

め、残りが箱根系である。信州系と箱根系が混在

する点に意味があるのではないかと考える。

註

１ 所沢市教育委員会の調査に関しては同市立埋蔵文化

財調査センター年報４をもとにし、同センター中島岐

視生・古谷芳貴両氏からも多くのご教示をいただいた。

資 料 器種 産地推定結果 資 料 ＊ 器種 産地推定結果
１ 事業団調査資料 原石 不明 ２４ 所沢市教委調査資料 １５２ スクレイパー 諏訪星ヶ台群
２ �片 畑宿群 ２５ １５３ 槍先形尖頭器 諏訪星ヶ台群
３ 砕片 不明 ２６ １５４ ナイフ形石器 和田小深沢群
４ �片 不明 ２７ １５５ ナイフ形石器 和田土屋橋北群
５ �片 和田峠群 ２８ １５６ 槍先形尖頭器 和田鷹山群
６ �片 畑宿群 ２９ 森野譲氏表面採集資料 １４ ナイフ形石器 蓼科冷山群
７ �片 不明 ３０ １５ ナイフ形石器 蓼科冷山群
８ �片 不明 ３１ １６ ナイフ形石器 蓼科冷山群
９ 二次加工のある�片 畑宿群 ３２ １７ ナイフ形石器 蓼科冷山群
１０ �片 不明 ３３ １８ ナイフ形石器 蓼科冷山群
１１ �片 冷山群 ３４ １９ ナイフ形石器 蓼科冷山群
１２ 砕片 不明 ３５ ２０ 槍先形尖頭器 蓼科冷山群
１３ �片 畑宿群 ３６ ２１ スクレイパー 蓼科冷山群
１４ �片 和田峠群 ３７ ２２ スクレイパー 蓼科冷山群
１５ �片 不明 ３８ ２３ ナイフ形石器 和田鷹山群
１６ �片 不明 ３９ ２４ 槍先形尖頭器 和田鷹山群
１７ スクレイパー 和田峠群 ４０ ２５ ナイフ形石器 箱根畑宿群
１８ ナイフ形石器 男女倉群 ４１ ２６ スクレイパー 天城柏峠群
１９ 砕片 不明 ４２ ２７ スクレイパー 天城柏峠群
２０ 二次加工のある�片 畑宿群 ４３ ２８ ナイフ形石器 和田ぶどう沢群
２１ スクレイパー 不明 ４４ ２９ 二次加工のある�片 諏訪星ヶ台群
２２ ナイフ形石器 星ヶ台群 ４５ ３０ 楔形石器 和田土屋橋西群
２３ ナイフ形石器 冷山群 ４６ ３１ ナイフ形石器 不可

４７ ３２ ナイフ形石器 不可
４８ ３３ 槍先形尖頭器 不可

＊の番号は東村山市史の原産地推定分析の№である。 ４９ ３４ 槍先形尖頭器 不可

第１３表 駿河台遺跡黒曜石産地推定集計表
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第４１図 駿河台遺跡発掘調査位置図
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